
団 体 名 丹波地域のホトケドジョウを守る会 

団体の所在地 丹波市 代表者名 山科 ゆみ子 

    

１．事業名 丹波地域のホトケドジョウの保全と探索および生態調査 

2.実施期間 平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日 

3.主な実施場所 篠山市および丹波市 

4.活動形態 ・実践活動   ・調査活動  ・啓発活動 

 

5.活動内容･結果 

（参加者、階層・人

数等） 

 

 

１、保全探索活動 

○1 棲息地域 

毎月第１水曜日保全活動を行った 

棲息状況調査 棲息環境調査 生態調査 水質調査 危険分散候補地探索  

・個体数が減少の傾向にあるが歯止め策に憂慮している。 

    ・水質調査で水質の傾向は把握できつつある。継続は力なり 

○2 未確認地域 

毎月第３水曜日探索活動を行った。 

・篠山市約５０か所探索したが確認できなかった。 

２、生態調査 

生態（産卵・孵化）観察のため会員が水槽飼育して観察した。 

・仔魚の確認はしたが産卵・孵化の確認はできなかった。 

３、啓発・広報活動 

     丹波の森フェスティバル、加古川流域交流フォーラムに参画した。 

     棲息地域の芦田小学校全児童に説明した。 

     丹波の森公苑と水分れ公園に水槽展示を実施している。 

      ・ 地域住民の認識度は低い。 

 

6.成果・反響・ 

反省点等 

 

・水槽飼育を継続し、生態（産卵・孵化）状況、環境を調べる。 

・水系及び周辺地域から篠山市に棲息すると推測されるが累計約１３０か所の調査で確認できない。 

・保全活動の中で水質調査を行っているが、水の指標となるレベルと考えられる。将来、ホトケドジョウ

の」棲息と水の指標に関連付け地域住民の関心を集めたい。 

7.成果物 展示用看板 チラシ 説明用パワーポイント 

 

8.活動写真 

  説明 

 

 

 

 

 

 

絶滅危惧種ホトケドジョウは１９９４年ホトケドジョウとナガレホトケドジョウ（ｓｐ）に分け

られました。丹波地域は両種が同所的に棲息する貴重な地域です。                       

  

 

保全活動 探索活動 産卵・孵化調査の 
ための飼育 


